
 

 

 

  

第 3 回ワークショップを開催し、「11 のまちづくり提案」がまとまりました！ 

 

9/10（火） 第 1 回「天王地区ってどんなとこ?地域の魅力と課題を共有しよう！」 

10/10（木） 第 2 回「天王地区のこれからのまちづくりについて考えよう！」 

11/12（火） 第 3 回「天王地区のこれからの地域活動について考えよう！」 

9 月から開催してきた、連続ワークショップ「つながろう天王地区！」。11 月 12 日に、これからの地域活動につ

いて考えようとのテーマで 3 回目を開催し、「11 のまちづくり提案」がまとまりました。今回は、16 名の参加のも

と、2 グループにわかれて話し合いました。 

提案は、登校時の児童をみんなで見守る「てんのう防衛隊」の強化や地域を花でいっぱいにする「てんのう

花咲かせ隊」、そして、「（仮）つながろう天王地区協議会」の設立など、ワークショップに集まったみんなで考え

た多様な 11 の項目となりました。すぐにできることもありますが、ひきつづき、話し合いや調査が必要なことも

あります。今後は、まず、協議会の設立に向けて準備会を立ち上げ、防衛隊や花咲かせ隊に取り組みながら、み

なさんとつながり、活動の輪を広げていきたいと思います。なにとぞ、ご協力よろしくお願いします。 

11 の提案の詳細については、ページをめくって中面を、今後の進め方については、裏面をご覧ください。ま

た、今回のワークショップの経過と今後の活動については、来年 3 月 1 日に、茨木市主催で開催される「いばま

ちサミット」にて報告する予定です。ぜひ、ご参加ください。 

 

協議会準備会の発足 

（仮）つながろう天王地区協議会の設立 

他の提案のスタート 

11 のまちづくりの実行・つながろう天王地区の実現 

11 のまちづくり提案の立案 （令和 6 年 12 月） 

「てんのう防衛隊」の強化 
「てんのう花咲かせ隊」のスタート 

いばまちサミットでの報告 （令和 7 年 3 月 1 日） 

縦のつながりだけではなく、横のつながりも大事

にし、みんなで天王地区を盛り上げたいと思います。 

天王地区自治会連絡協議会 会長 人羅さん 

今後ともお声かけさせて頂くと思うので ご協力

「つながったら何かできる！」との意見があ

りました。本当にその通りだと思います。準備委

員会を立ち上げるとのことで心強いです。 

茨木市地域コミュニティ課 課長 幸地さん

 

色々な方々の意見が聞けた。考える方向

も皆同じで前に進めると安心しました。 

参加者全員が相互に意見を出すことが出来た

ので、スタートすることに不安はなくなりました。 
これからの活動にワクワクします。 

※ お名前のないものは 

参加者アンケートより紹介 

B グループの話し合い 

A グループ 

からの報告



 

 

 

天王地区地域活動の活性化に向けたワークショップ  「つながろう天王地区」 11 のまちづくり提案 2024 年 12 月 13 日時点 

まちづくり提案 進め方・体制 スケジュール

1 子どもの居場所づくり 
こども食堂、学習スペースなど目的ご

とに、活用できそうな場所を探し、多

様な居場所をつくります。 

 子ども食堂 

 現在、天王地区に子ども食堂はない 

 午後、子どもが集まれる、多世代が集まる場所としたい 

 ニーズや時間、年齢層等調査が必要 

 放課後子ども教室がベースか、それとも公民館か 

 小学校の放課後子ども教室の子どもからスタートし、その

後、中学生や高齢者も対象に。給食をプラスしておとな食

堂など 

 子どもの居場所からおとなの居場所に広げたい 

○ 
すぐに 
※ 放課後子ども

教室をベースと

すれば 

 

※ 本格実施には

調査が必要 

2 子どもの遊び場づくり 
子どもがのびのび遊べる場所、身近

に遊べる場所をつくります。 

 放課後子ども教室を拡充 

 中学生ボランティア部の立ち上げ 

 天中、南中、ボランティア部、部活として放課後子どもと遊ぶ

など、中学生ボランティア部を立ち上げてはどうか 

○ 
すぐに 
※ 小学校を活用

すれば 

3 登校時の見守り活動 

「てんのう防衛隊」の強化 
てんのう防衛隊を強化して、地区全

体を住民みんなが関わり、みんなで

児童を見守ります。 

 登校班、通対協、見守り隊が連携した「てんのう防

衛隊」の活動を協議会が支援し、危険箇所をもれな

く見守る等登校時の見守り活動を強化 

 活動を周知 

 広く声かけする 

 「7.あいさつ」「10.ネットワークづくり」にもつながる 

◎ 
進める 

4 自然を活かし、 

みどりを豊かにする環境づくり

「てんのう花咲かせ隊」の結成 
大正川、田畑など今ある環境をより

良く残し、地区に花やみどりがあふれ

るように育みます。 

 拠点に花を 

 天王小の正門の花壇 

 天王小の体育館の裏 

 大正川沿い 

 天王地区内の各公園 

 中学校の土手 

 五差路に花時計 など 

 みんなで取組む 

 子どもと一緒に花植え 

 こども会と老人クラブと自治会をつなぐ 

 こども会と老人クラブにより、1 年サイクルで取り組む 

 市内一斉清掃の時に実施 

◎ 
進める 
※ 春、入学式ま

でに先行実施

5 安全第一の交通問題の解消 
交通安全対策や道路整備を進め、

安全第一で交通問題を解消します。 

 継続協議 

 第 2 回ワークショップ（2024 年 10 月 10 日）での検討結果

をもとに、各方面と協議し、体制を整え、取組む 

 

▲ 
時間をかけて 

 

 

まちづくり提案 進め方・体制 スケジュール

6 楽しく、みんなが参加する 

防災活動の充実 
防災✕◯◯などで楽しく、定期的に

防災イベントを開催するなど防災活

動を充実します。 

 今あるイベントを「防災×〇〇」として防災活動を

広げる 

 大正川清掃＆防災イベント 

 自主防災会を中心に 

 消防団と自主防災会とが一緒に 

 地域と自主防災会が連携 

 何かのイベントに防災コーナーをつくる 

 立命館ボランティアサークル・IVUSA（イビューサ）と連携 

◎ 
進める 
※ できる活動から

7 あいさつできる関係づくり 
顔見知りになり、自治会ともつながり

や防災、防犯活動にもつながるあいさ

つできる関係づくりを進めます。 

 学期に 1 回のあいさつ運動（小学校）を広める 

 今の活動を活発にする 

 参加者を集める 

 夜のあいさつ運動をする 

 花植えと一緒に行う 

◎ 
進める 
※ 現在の活動を

広める 

 

8 お困りごと相談窓口 

「ハチの巣バスター」の結成 
ハチの巣駆除のようにお困りごとがあれ

ば連絡できる窓口をつくり、順次、◯

◯バスターを増やします。 

 どこに相談するか共有できるネットワークがあるとよい 

 悩み事窓口がほしい 

 何かできる人マップがほしい 

 高齢者を対象に福祉・民生委員を中心に行ってはどうか 

△ 
時間をかけて 

※ 体制づくりに整

理が必要 

9 若い世代の地域参加を促す 

イベントの開催 
若い世代も集まる防災イベントや映え

るイベントを外部の協力も得ながら、

企画、開催します。 

 天子連を中心に IVUSA（イビューサ）と連携 

 自撮りコーナーやキッチンカー、「作れる」「遊べる」企画を立

てる 

 まず第一歩は広報。広報の作成がうまい人を見つけ、「映

える」イベントに 

 新しい人材を取り込みたい 

○ 
※ 予算検討が必

要 

10 つながり、出会い、誘い会える 

機会とネットワークづくり 
気軽につながれ、誘い会える機会や

世代別のつながりを保つ、人のネットワ

ークをつくります。 

 継続協議 ▲ 
時間をかけて 

 

11 （仮）つながろう 

天王地区協議会の設立
若い人や多世代、企業や病院も参

加した協議会をつくり、10 のまちづくり

提案を進め、具体化するための子ども

ワークショップや多様なつながりづくりな

どを企画、開催します。 

 速やかに準備会を立ち上げ、活動を先行させ、実

績をつくった上で次年度以降に協議会を設立 

 参加している団体でスタートし、徐々に関係者を増やした

い 

 天王地区協議会はいろいろな団体が参加 

 ひとつのペーパーを発行し、情報を周知 

 将来的には企業や病院と連携したい 

 地域のお店とも連携したい 

○ 
※ 速やかに、プレ

協議会 

※ 次年度以降に

設立 


